
駒澤大学禅研究所 主催 

スタンレー･ワインスタイン教授追悼国際シンポジウム －東アジア仏教研究のあけぼの－ 

Stanley Weinstein’s Legacy in the Study of East Asian Buddhism 

 

後援： 東京大学大学院人文社会系研究科･文学部インド哲学仏教学研究室・駒澤大学同窓会・駒澤大学仏教学部 

会場：駒澤大学中央講堂(駒沢キャンパス) 東京都世田谷区駒沢 1-23-1 (東急田園都市線駒沢大学駅より徒歩 10 分) 

お問合せ：TEL/FAX：03-3418-9216(仏教学部事務室) e-mail：swsympo@komazawa-u.ac.jp 

 

※発表順序および使用言語は変更される場合があります。 

12 月 15 日(土) 10:00～17:00 追悼法要および研究発表 

 10:00 〔追悼法要〕慈恩院鷲嶺實成居士小祥忌法要 (1 周忌) 導師：池田魯参駒澤大学総長 

11:20 〔基調講演〕Paul Groner (ヴァージニア大学名誉教授 ) 

「鎌倉時代の戒律復興の背景：真言律の叡尊の『聴聞集』を中心に」<日本語> 

   ＜昼食＞ 

13:30～15:00 〔研究発表(1)〕 

① William Bodiford（UCLA）「Shamon Dōgen at Ninety: 九十歳の沙門道元」＜日本語＞ 

② 石井修道 (駒澤大学名誉教授) 「『永平広録』成立考」＜日本語＞ 

15:30～17:00 研究発表(2) 

③ Morten Schlütter (アイオワ大学 )「On the Evolution of the Platform Sutra 六祖壇経」＜英語＞ 

④ 蓑輪顕量（東京大学）「東アジアにおける仏教研究の動向」＜日本語＞ 

 

12 月 16 日(日) 10:00～17:00 研究発表 

10:00～11:30 〔研究発表(3)〕 

⑤ Danniel Getz (ブラッドリー大学) 

「A Chinese Pure Land "School?”; Considering Pudu 普度's Lianzong baojian 蓮宗寶鑑」＜英語＞ 

⑥ James Dobbins (オベーリン大学) 

「The Historical Context of Shinran 親鸞’s Tannishō 歎異鈔」＜英語＞ 

＜昼食＞ 

13:00～14:30 〔研究発表(4)〕 

⑦ Richard Jaffe (デューク大学 ) 

「二十世紀の日・印仏教学交流－特に山上曹源・木村日記・増田慈良を中心に－」＜日本語/英語＞ 

⑧ 山部能宜 (早稲田大学)  

「『成唯識論』における種子依の異時因果・同時因果の問題について」＜日本語＞ 

15:00～16:30 〔研究発表(5)〕 

⑨ Tim Barrett (ロンドン大学名誉教授)  

「Liu Yan’s 劉宴 (716-780) Essay on The Inequality of the Three Teachings 三教不齊論: Problems 

Concerning its Manuscript Found in Dunhuang 敦煌」＜英語＞ 

⑩ 石井公成 (駒澤大学) 「華厳宗はいかにして成立したか－『荘子』の影響を中心として－」＜日本語＞ 

閉会の辞 

 


